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研究要旨 

担当する7つの神経免疫疾患（1：重症筋無力症（MG）、2：多発性硬化症／視神経脊髄炎

（MS/NMO）、3：慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー（CIDP/MMN）、4：ク

ロウ・深瀬症候群、5：アトピー性脊髄炎、6：アイザックス症候群、7：ビッカースタッフ脳幹脳炎）

について診断基準・重症度分類、全国調査（診療実態調査）、診療ガイドラインの整備を行った。MG

においては全国調査の結果解析・論文公表、診断基準・重症度分類を含めた診療ガイドラインの改

訂、バイオマーカー検索を行った。MS/NMOにおいては全国調査（2019年）の結果解析を行い、論文

化を進めている。診療ガイドライン改訂は最終段階となっており、2023年度中には改訂となる見込み

である。レジストリに関しては、NMOから徐々に進めている。関連疾患であるMOG抗体関連疾患

（MOGAD）の全国疫学調査を2021年に行い2023年1月に論文公表を行った。各疾患のバイオマーカー

検索も行った。CIDP/MMNにおいては全国調査を2022年に施行し、解析は終了し現在論文化を進めて

いる。難病プラットホームを基盤とした神経免疫疾患レジストリの中でCIDPレジストリが2022年に完

成し症例のエントリーを開始している。診療ガイドラインの改訂作業も進行中である。各疾患のバイ

オマーカー検索も行った。 クロウ・深瀬症候群では、難病プラットホームを用いたレジストリ登録

を継続しており、また、国際的なガイドラインの位置づけにあるCochrane Reviewおよび、国内向け診

療ガイドライン・標準的神経治療の作成が進行中である。自己免疫性脳炎に関してはNMDAR抗体陽性

脳炎、LGI1抗体陽性脳炎に絞って、診断基準・重症度部類を作成し、2022年度に全国調査を行い結果

の解析を行った。また、これら疾患の診療ガイドラインの作成の準備も進行中である。アイザックス

症候群、スティッフパーソン症候群では、2021年度にアイザックス症候群の全国調査を行い有病率を

含めた解析を行った。スティッフパーソン症候群は2018年に施行した全国調査の結果をまとめ論文投

稿中である。各年度ごとに本政策研究班と神経免疫性疾患に関するAMED実用化研究班9班との合同班

会議を開催し情報交換・共有を行った。 

 

A. 研究目的 

 本研究では本難治性疾患克服研究事業におい

て長年研究が継続された神経免疫疾患のうち、

指定難病である 7 疾患（括弧内は告示番号、令

和 2 年度登録患者数）を対象として政策研究推

進を行う。1)重症筋無力症（MG）（11、25416

人）、2)多発性硬化症／視神経脊髄炎

（MS/NMO）（13、21437 人）、3)慢性炎症性

脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー

（CIDP/MMN）（14、5158 人）、4)クロウ・深

瀬症候群（16、215 人）、5)アトピー性脊髄炎

（116、40 人）、6)アイザックス症候群（119、

108 人）、7)、ビッカースタッフ脳幹脳炎

（128、83 人）。 

これらの疾患の病態解明、治療の進歩、行政・

社会的支援の整備により予後は改善しているも

のの、未だ難治例は多く、また寛解の維持に高

額医療（生物学的製剤、免疫グロブリン療法）

が必要であり医療経済を効率化する問題点も残

されている。本研究では各疾患において診断基

準・重症度分類・診療ガイドラインの策定・改

定を行うのみならず、全国調査による疫学・病

態変遷、治療による疾患アウトカムの変化の評

価・検証、難病プラットホームを利用した疾患

レジストリの構築、関連学会（日本神経学会、

日本神経免疫学会）・患者会との連携、関連す

る AMED 研究班との合同班会議を行うことに

より、厚生労働省の政策が、患者の予後や経済

的負担を含めた QOL にどのような変化をもた

らしているかをオールジャパン体制で多方面か

ら明らかにすることを目的とする。 

 

B. 研究方法 

 各疾患において、全国調査（アイザックス症候

群、CIDP、MOG抗体関連疾患、自己免疫性脳炎）、

診療ガイドラインの作成（MG、MS、CIDP/MMN、

クロウ・深瀬症候群、ビッカースタッフ脳幹脳炎、
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免疫介在性脳症）、レジストリ構築（MG、NMO、

CIDP/MMN、クロウ・深瀬症候群）、診断基準と

重症度分類策定（LEMS、クロウ・深瀬症候群、

ビッカースタッフ脳幹脳炎、免疫介在性脳症、ア

イザックス症候群、スティッフパーソン症候群）、

追加指定難病申請（LEMS、免疫介在性脳症、特

発性肥厚性硬膜炎）を行った。 

（倫理面への配慮） 

全国調査に関しては連結可能匿名化データを用

いて行った。 

 

C. 研究結果 

MG 等：MG においては 3 年間で、全国調査の

結果解析・論文公表、診断基準・重症度分類の妥

当性検証、レジストリの検討を行うことを目標

とした。MG の全国調査は本グループにより R

元年に行われており、その解析を終了し研究成

果を論文公表した（目標達成）。また診療ガイド

ラインは R4 年度に改訂した（目標達成）。難病

プラットホームを利用した疾患レジストリの立

ち上げについては検討を進めており、既に登録

が始まっている他疾患（CIDP、POEMS、NMO）

レジストリを参考に今後進めていく予定である。

ランバート・イートン筋無力症候群（LEMS）の

疾患概要・診断基準・重症度を確立し、R2 年度

に追加指定難病として申請した。LEMS は疾患

概要・診断基準・重症度を確立し、全国調査を行

いその結果を英文誌に報告するとともに、R4 年

度にガイドラインの作成を行った（目標達成）。

また MG は一部の症例が難治性に経過すること

があり、また近年分子標的薬の開発が盛んにお

こなわれていることから、発症早期の病勢や治

療反応性のバイオマーカーの確立が重要であり

バイオマーカー検索を継続的に行った。 

 

MS 等：MS/NMO については 3 年間で全国調査

（2019 年）の結果解析・論文公表、ガイドライ

ン改訂、診断基準・重症度分類の妥当性検証、レ

ジストリを開始することを目標とした。MS、

NMO の全国調査は R 元年に行われており、有

病率や病態進行の関連するリスク因子の解析を

行い、研究成果を公表予定である。また、治療ガ

イドラインの改訂作業を進めており、R5 年中に

は発刊予定である。また、NMO において難病プ

ラットホームを利用した疾患レジストリの立ち

上げを開始している。MS や NMO では既存の

バイオマーカーが重症度判定や予後の推定、治

療反応性の予測などに有用であり継続的に検索

を行った。全国調査などにより有用性が明らか

になったものについては保険収載すべき検査項

目として提言する。抗 MOG 抗体関連疾患につ

いては、新規難病申請を目指して、R3 年に全国

疫学調査を施行し、R5 年に結果の公表を行った

（目標達成）。診断基準・重症度分類の作成の準

備を進めている。アトピー性脊髄炎と中枢末梢

連合脱髄症の実態調査、診断基準・重症度分類

の検証を進めている。 

 

CIDP/MMN：CIDP/MMN では 3 年間で全国

調査準備・結果解析・公表、ガイドラインの改

訂、レジストリの立ち上げを目標とした。関連

学会（日本神経学会・日本神経治療学会・日本

神経治療学会）と連携して診療ガイドラインの

改訂作業を進め、近日中に改訂予定である。R4

年に全国調査を施行し、結果の解析を行い、研

究成果を公表予定である。また、難病プラット

ホームを利用した疾患レジストリ構築が完成

し、症例のエントリーを開始している（目標達

成）。レジストリによる症例の収集と実態把握

の横断研究を行っていき、疾患自然歴、治療法

の変化、長期予後についての縦断研究を進める

予定としている。 

 

クロウ・深瀬症候群等：クロウ・深瀬症候群では

3 年間でレジストリの立ち上げ、ガイドライン

作成を目標とした。すでに立ち上げた全国レジ

ストリ体制を拡充し、難病プラットホームへ移

行して臨床的分析に有用なデータ収集を行って

いる（目標達成）。この結果に基づき診断基準と

重症度分類の妥当性を検証し、診療ガイドライ

ン・標準的神経治療作成の準備を進めている。

国際的なガイドラインの位置づけにある

Cochrane Review の改訂に関して、海外研究者

と共同の review team を編成し、ロンドン大学

のグループと共同して、システマティックレビ

ューのプロトコールを作成した。国内ガイドラ

イン作成のため、血液学会と神経学会合同の委

員会を結成する方針を立てている。 

 

ビッカースタッフ脳幹脳炎、免疫介在性脳症等：

自己免疫性脳炎に関しては 3 年間で全国調査に

よる実態調査を目標とした。自己免疫性脳炎・

脳症の診断基準と重症度分類を策定し、R2 年度

に新規難病申請を行った。特発性肥厚性硬膜炎

も診断基準と重症度分類を策定し、R2 年度に新

規難病申請を行った。NMDAR 抗体陽性脳炎、

LGI1 抗体陽性脳炎は R4 年度に全国調査を行

い、結果の解析を行っている。R5 年度にはその

設計・調査項目・方法の有用性を検証して結果

を公表する予定である。また診療ガイドライン

作成に着手すべく準備を進めている。 
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アイザックス症候群、スティッフパーソン症

候群：アイザックス症候群、スティッフパーソ

ン症候群は 3 年間で実態調査を目標とした。

R3 年度にアイザックス症候群の全国調査を行

い有病率など結果の解析は終了し、公表準備を

進めている。また、診断基準・重症度分類の検

証を行う準備を進めている。スティッフパーソ

ン症候群は指定難病に未指定であるため、指定

難病に相当する疾患か否かを検討中である。

H30 年に施行した全国調査の結果をまとめ論文

投稿中である。 
 

D. 考察 

本研究には疫学・生物統計学、医療経済担当が

参加し、厚生労働省の政策が予後や医療経済を

含めたQOLにもたらした変化を多面的に明らか

にできる。また、全国調査の内容は、難病全般

に応用可能なアウトカムメジャーとして、広く

利用される可能性がある。 

 

E. 結論 

・対象とする神経免疫疾患の診療実態、問題点

を解決することにより診療ガイドラインが作

成・改定される。 

・高額医療（MG、MS/NMO、CIDP/MMN に対

する生物学的製剤・免疫グロブリン療法）の適

応が明確化し、医療経済の改善につながる。 

・患者 QOL の向上が達成される。 

・AMED 実用化研究班との連携により病態解

明・治療法確立が達成され、疾患の克服につな

がる。 

 

F. 健康危険情報 

  なし 

 

G. 研究発表 

1. 論文発表 
 

<令和2年度> 

1.  Shahrizaila N, Lehman H, Kuwabara S. 

Guillain-Barre syndrome. Lancet 2021 (in-press) 

2. 〇Kuwabara S, Suichi T, Misawa S. 'Early 

VEGF testing in inflammatory neuropathy avoids 

POEMS syndrome misdiagnosis and associated 

costs' by Marsh. J Neurol Neurosurg Psychiatry. 

2021;92(2)118-119 

3. Shibamiya A, Ohwada C, Ishii A, Mishina T, 

Nagai Y, Hino Y, Kayamori K, Oshima-Hasegawa 

N, Muto T, Tsukamoto S, Takeda Y, Mitsukawa S, 

Mimura N, Iseki T, Misawa S, Kuwabara S, 

Nakaseko C, Sakaida E. Successful second 

autologous stem-cell transplantation for patients 

with relapsed and refractory POEMS syndrome. 

Bone Marrow Transplant. 2021;56(2)517-520 

4. Shimizu S, Iijima M, Fukami Y, Tamura N, 

Nakatochi M, Ando M, Nishi R, Koike H, Kaida K, 
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demyelinating polyneuropathy. Muscle Nerve. 2020 

Feb;61(2):238-242.  
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developing after thymectomy. Eur J Neurol. 2020 

Jan;27(1):175-180. 
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他、研究成果の刊行に関する一覧表に記載。  
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2: Takahashi S, Sanjo N, Miyamoto S, Hattori T, 

Oyama J, Tateishi U, Yokota T. Width of the third 
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6: Yanagidaira M, Nishida Y, Yokota T. Temporal 

correlation between serum CH<sub>50</sub> level 
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Plasmablasts Are Affected in Patients With 

Myasthenia Gravis With Active Disease. Neurol 

Neuroimmunol Neuroinflamm 8(6): e1087; 

2021 

11. Fukumoto T, Miyamoto R, Fujita K, 

Murakami N, Matsui N, Izumi Y. Reversible 

mixed perfusion on 123 I-IMP SPECT in 
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Neurol Ther 2022 Mar;11(1):21-38 

16. Koike H, Katsuno M. Paraproteinemia and 
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18. Koike H, Chiba A, Katsuno M. Emerging 

Infection, Vaccination, and Guillain-Barré 

Syndrome: A Review. Neurol Ther 2021; 10: 

523-537. 
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24. Takahashi K, Oishi C, Hamada Y, Nishiyama 
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Anti-MOG-IgG Antibodies in CSF in Patients 

With Neuromyelitis Optica Spectrum Disorder. 

Neurology 97(1): e1-e12, 2021. 
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Nakashima I. Five-year visual outcomes after 

optic neuritis in anti-MOG antibody-associated 

disease. Mult Scler Relat Disord 56:103222, 

2021. 
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attacks before the initiation of acute and chronic 

treatments. Sci Rep2021 11:22357 

36. Koide K, Sugiyama A, Yokota H, Mukai H, ang 

J, Nakamura K, Misawa S, Ito S Kuwabara S. 

Nerve Hypertrophy and Altered Diffusion in 
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10.1016/j.nmd.2022.05.009. 

12. Uzawa A, Utsugisawa K. Biological therapies 

for myasthenia gravis. Expert Opin Biol Ther. 

2023 Mar;23(3):253-260. 

13. Murai H, Utsugisawa K, Motomura M, Imai T, 

Uzawa A, Suzuki S. The Japanese clinical 

guidelines 2022 for myasthenia gravis and 

Lambert–Eaton myasthenic syndrome. Clin Exp 

Neuroimmunol.2023;14(1):19–27. 
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28） 磯部紀子、新野正明、松下拓也、中村優

理、中島一郎、渡邉充、酒井康成、迫田礼

子、中原仁、河内泉、越智博文、中辻裕

司、福元尚子、林史恵、中村好一、中村幸

志坂田清美、嶋田莉奈子、松井真．第5回全

国疫学調査が示す多発性硬化症・視神経脊

髄炎総患者数の顕著な増加傾向の持続．

2020.8.31-9.2、岡山（誌面発表） 

29） Isobe N, Niino M, Matsushita T, Nakamura 

Y, Nakashima I, Watanabe M, Sakai Y, Sakoda 

A, Nakahara J, Kawachi I, Ochi H, Nakatsuji Y, 

Miyazaki Y, Fujimori J, Kufukihara K, Okuno 

T, Fukumoto S, Hayashi F, Yonemoto K, Taira 

R, Nakamura Y, Nakamura K, Sakata K, 

Shimada R, Matsui M, Kira J. Continued 

increase of multiple sclerosis and neuromyelitis 

optica in Japan; updates from the 5th nationwide 

survey. 28th Annual Meeting of the European 

Charcot Foundation. 2020.11.15-19. Online 

poster presentation. 

30） Kira J, Isobe N, Niino M, Matsushita T, 

Nakamura Y, Nakashima I, Watanabe M, Sakai 

Y, Sakoda A, Nakahara J, Kawachi I, Ochi H, 
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Nakatsuji Y, Miyazaki Y, Fujimori J, 

Kufukihara K, Okuno T, Fukumoto S, Hayashi 

F, Yonemoto K, Taira R, Nakamura Y, 

Nakamura K, Sakata K, Shimada R, Matsui M. 

Continued Increase of Multiple Sclerosis and 

Neuromyelitis Optica in Japan: Updates from 

the 5th Nationwide Survey. 145th Annual 

Meeting of the American Neurological 

Association. 2020.10.4-9. Poster presentation at 

virtual meeting. 

31） Hayashi F, Isobe N, Glanville J, Matsushita T, 

Kira J. Disease-characteristic TCRs recognize 

CMV in Japanese MS with HLA-DRB1*04:05; 

a novel approach with GLIPH. 第60回日本神経

学会学術大会、2019年5月、大阪. 

32） 林史恵、磯部紀子、Jacob Glanville、松下拓

也、吉良潤一. HLA-DRB1*04:05陽性MS患者

におけるサイトメガロウィルス関連T細胞受

容体の同定. 第31回日本神経免疫学会学術大

会、2019年9月、千葉 

33） Hayashi F, Isobe N, Watanabe M, Nakamura 

Y, Matsushita T, Glanville J, Kira J. Disease-

characteristic TCRs recognize CMV in Japanese 

MS patients with HLA-DRB1*04:05; a novel 

approach with GLIPH. 35th ECTRIMS, Sep 

2019, Stockholm, Sweden. 

34） Hayashi F, Isobe N, Matsushita T, Glanville J, 

Kira J. Disease-characteristic TCRs recognize 

CMV in Japanese MS patients with HLA-

DRB1*04:05; a novel approach with GLIPH. 

Pan-Asian Committee for Treatment and 

Research in Multiple Sclerosis (PACTRIMS), 

Nov 2019, Singapore 

35） Hayashi F, Isobe N, Glanville J, 

Maimaitijiang G, Matsushita T, Kira J. MS-

related TCR recognizes CMV which protects 

disability progression in patients with HLA-

DRB1*04:05. 第61回日本神経学会学術大会

2020年8月、岡山. 

36）  小池春樹. 免疫性ニューロパチーの超微

細形態学. 第31回日本末梢神経学会学術集

会. 2020年9月11-12日. オンライン開催 

37） 小池春樹. 純粋自律神経不全症型のレビ

ー小体病と免疫介在性自律神経ニューロパ

チー. 第73回日本自律神経学会総会. 2020

年11月20-21日. 千葉 

38） 小池春樹: ギラン・バレー症候群とCIDP

における新規自己抗体とミエリンの超微細

構造. 第50回日本臨床神経生理学会学術大

会. 2020年11月26-28日. 京都 

39） Fukami Y, Iijima M, Koike H, Hashizume 

A, Katsuno M: Association of serum 

neurofilament light chain levels with 

clinicopathology and NF155 autoantibodies in 

patients with CIDP. 2020 Peripheral Nerve 

Society Annual Meeting, オンライン開催, 

27-30, 2020. 

40） 清水優子.NMOSD（視神経脊髄炎スペクト

ラム障害）診断・治療 ～ 新たな展望 ～.

第25回日本難病看護学会 第8回日本難病医

療ネットワーク学会2020年11月東京 

41） 清水優子多発性硬化症-合併症の治療(診

療ガイドライン2017から）第38回日本神経

治療学会学術集会.2020年10月東京 

42） 清水優子.高齢者・小児・妊娠患者におけ

るフマル酸ジメチルの安全性・使用成績調

査中間報告. 第32回日本神経免疫学会学術

集会.2020年10月WEB 

43） 清水優子.フマル酸ジメチルの安全性及び

有効性の検討―国内使用成績調査中間解析

結果より. 第61回日本神経学会学術大会。

2020年9月岡山 

44） 清水優子.多発性硬化症患者の妊娠と

Family planning-最近の知見-第61回日本神

経学会学術大会。2020年9月岡山 

45） 清水優子.神経疾患合併妊娠症 免疫性神

経疾患における現状と課題.第13回性差医

学・医療学会学術集会2020年1月久留米 

46） 神林隆道，園生雅弘ら. 運動神経伝導検

査パラメータを用いた判別分析による

Charcot-Marie-Tooth病1Aと抗MAG抗体陽性

ニューロパチーの新たな鑑別法．第31回日

本末梢神経学会学術集会．2020年9月11日〜

10月12日（千葉、web開催） 

47） 甲田亨、奥野龍禎、木下允、望月秀樹、

宮本勝一、新野正明、清水優子、山本真

守、熊ノ郷淳、中辻裕司. 多発性硬化症治

療におけるDMD反応性と免疫セマホリン

Sema4Aの関連の検証. 第32回日本神経免疫

学会学術集会、2020.10.1.金沢 

48） 奥野龍禎、加藤弘樹、甲田亨、木下允、

畑澤 順、中辻裕司、望月秀樹. 視神経脊

髄炎及び多発性硬化症患者のアストロサイ

ト代謝と認知機能との関連～11C-酢酸PET

を用いた検討～. 第32回日本神経免疫学会

学術集会、2020.10.2. 金沢 

49） 林智宏、朴今蘭、田中遼、廣澤宏昭、松

田憲幸、穴田涼子、山本真守、小西宏史、

温井孝昌、道具伸浩、中辻裕司. CIDP患者

における血清ニューロフィラメントＬの検

討.第32回日本神経免疫学会学術集会、

2020.10.2. 金沢 

50） Noriko Isobe, Masaaki Niino, Takuya 

Matsushita, Yuri Nakamura, Ichiro Nakashima, 

Mitsuru Watanabe, Yasunari Sakai, Ayako 

Sakoda, Jin Nakahara, Izumi Kawachi, 
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Hirofumi Ochi, Yuji Nakatsuji, Yusei Miyazaki, 

Juichi Fujimori, Kenji Kufukihara, Tatsusada 

Okuno, Shoko Fukumoto, Fumie Hayashi, 

Kousuke Yonemoto, Ryoji Taira, Yoshikazu 

Nakamura, Koshi Nakamura, Kiyomi Sakata, 

Rinako Shimada, Makoto Matsui, Jun-ichi Kira. 

Continued increase of multiple sclerosis and 

neuromyelitis optica and the north-south 

gradient in Japan; updates from the 5th 

nationwide survey. MSVirtual 2020. 2020年9月

11日. Online. 

51） Kenji Kufukihara, Satoshi Kitagawa, Yayoi 

Sato, Mariko Tanikawa, Junichi Hata, Shigeaki 

Suzuki, Masaya Nakamura, Hideyuki Okano, 

Jin Nakahara. q-Space Myelin Map imaging for 

longitudinal analysis of remyelination in 

multiple sclerosis patients treated with dimethyl 

fumarate. MS Virtual 2020. 2020年9月11日. 

Online. 

52） Matsumoto Y, Misu T, Mugikura S, Takai Y, 

Nishiyama S, Kuroda H, Takahashi T, Fujimori 

J, Nakashima I, Fujihara K, Aoki M. Distinction 

of Brainstem MRI Lesions Between MOG and 

AQP4 Antibody Associated Diseases. 13th 

September 2019. 12th Pan-Asian Committee for 

Treatment and Research in Multiple Sclerosis, 

Singapore. 

53） Matsumoto Y, Misu T, Mugikura S, Takai Y, 

Nishiyama S, Kuroda H, Takahashi T, Fujimori 

J, Nakashima I, Fujihara K, Aoki M. Distinction 

of Brainstem MRI Lesions Between MOG and 

AQP4 Antibody Associated Diseases. 61 st 

Japanese society of Neurology annual meeting 

2020 Aug, Okayama, Japan. 

54） Matsumoto Y, Misu T, Mugikura S, Takai Y, 

Nishiyama S, Kuroda H, Takahashi T, Fujimori 

J, Nakashima I, Fujihara K, Aoki M. Distinction 

of Brainstem MRI Lesions Between MOG and 

AQP4 Antibody Associated Diseases. 32 nd 

Japanese society of Neuroimmunology annual 

meeting 2020 Oct, Kanazawa, Japan 

55） Matsumoto Y, Misu T, Mugikura S, Takai Y, 

Nishiyama S, Kuroda H, Takahashi T, Fujimori 

J, Nakashima I, Fujihara K, Aoki M. The 

cerebellar peduncle lesion as an age-

independent feature of MOG antibody 

associated disease. 28th European Charcot 

Foundation annual meeting 2020 Nov, Baveno, 

Italy. 

56） Matsui, M. et al. Cellular Immunity in central 

nervous system during acute flare-ups in 

patients with multiple sclerosis or neuromyelitis 

optica spectrum disorders. 12th PACTRIMS. 

2019年11月14日．Singapore 

57） 三澤園子. 稀少末梢神経疾患に対するド

ラッグ・リポジショニングによる新規治療

開発. 第61回日本神経学会総会. 2020年8

月.岡山 

58） 水地智基、三澤園子、関口縁、澁谷和

幹、常山篤子、鈴木陽一、中村圭吾、狩野

裕樹、桑原聡. POEMS症候群における寛解

導入療法：サリドマイド、レナリドミド、

ボルテゾミブの比較. 第61回日本神経学会

総会. 2020年8月.岡山 

59） 村井弘之，鈴木重明，長谷部美紀，深水

裕二，ロドリゲスエマ，槍澤公明. 日本に

おけるエクリズマブの全身型重症筋無力症

に関する製造販売後調査の中間解析. 第61

回日本神経学会学術大会．2020.5.20-23．岡

山 

60） 山崎 浩1，横田 一郎1，武中 優1，西

田 勝也1，二村 直伸1，舟川 格1，金森 

斎修2，本村 政勝3 エドロホニウム試験陽

性でコリンエステラーゼ阻害剤が著効した

傍腫瘍性小脳変性症を合併したLambert-

Eaton筋無力症候群（PCD-LEMS）の一例 第

116回近畿地方会 2020年9月6日（日）大阪

国際交流センター 

61） Takewaki D, Suda W, Sato W, Miyake S, 

Hattori M, Yamamura T. ALTERATIONS OF 

THE ECOLOGY AND FUNCTION OF THE 

GUT MICROBIOMES IN DIFFERENT 

STAGES OF MULTIPLE SCLEROSIS. 2nd 

Meeting on Microbiome of Cold Spring Harbor 

Laboratory. 20 October 2020; Virtual 

62） Takewaki D, Sato W, Suda W, Takayasu L, 

Kumar N, Miyake S, Hattori M, Yamamura T. 

Alterations of the Gut Ecological and Functional 

Microenvironment in Different Stages of 

Multiple Sclerosis. FOCIS 2020. 30 October 

2020; Virtual 

63） Takewaki D, Suda W, Sato W, Takayasu L, 

Miyake S, Hattori M, Yamamura T. Ecological 

and Functional Alterations of the Gut 

Microbiome in Different Stages of Multiple 

Sclerosis. MS Virtual 2020; 8th Joint 

ACTRIMS-ECTRIMS Meeting. 11 September 

2020; Virtual 

64） Takewaki D, Sato W, Suda W, Miyake S, 

Hattori M, Yamamura T. Elucidation of Gut 

Microbial Species and Functions Associated 

with Secondary Progressive Multiple Sclerosis. 

ACTRIMS FORUM 2021. 26 February 2021; 

Virtual 

65） 竹脇大貴, 佐藤和貴郎, 須田亙, 高安伶奈, 

Naveen Kumar, 三宅幸子, 服部正平, 山村

隆. Alterations of the Gut Ecological and 

Functional Microenvironment in Different 

Stages of MS. 第61回日本神経学会学術大会. 

2020年9月2日. 岡山 
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66） 竹脇大貴, 須田亙, 佐藤和貴郎, 高安伶奈, 

Naveen Kumar, 水野敏樹, 三宅幸子, 服部正

平, 山村隆. Alterations of the gut 

microenvironment in different stages of multiple 

sclerosis. 第48回日本臨床免疫学会. 2020年

10月15日. Virtual 

67） 竹脇大貴, 佐藤和貴郎, 須田亙, 高安伶奈, 

Naveen Kumar, 水野敏樹, 三宅幸子, 服部正

平, 山村隆. Alterations of the gut ecological 

and functional microenvironment in different 

stages of MS. 第32回日本神経免疫学会学術

集会. 2020年10月1日. Virtual 

68） 横手裕明, 宮崎雄生, 融衆太, 西田陽一郎, 

服部高明, 新野正明, 三條伸夫, 横田隆徳. 

多発性硬化症における治療戦略は視床萎縮

と有意に関連する. 第32回日本神経免疫学

会学術集会, 2020年10月2日, 金沢（オンラ

イン） 

69） Hiroaki Yoshikawa, Yoshikazu Nakamura， 

Nagato Kuriyama， Hiroyuki Murai， 

Yasunari Sakai，Yoshiko Nomura， Kazuo 

Iwasa， Makoto Matsui. The second survey of 

epidemiology of myasthenia gravis in 2018. 第

61回日本神経学会学術大会、2020 8.31-

9.2、岡山市 

70） 吉川弘明 重症筋無力症（臨床教育講

演） 第32回日本神経免疫学会学術集会

（オンライン開催）2020.10.1-2.、金沢市 

 

<令和 3 年度> 

1. 桑原 聡, CIDP2021：改訂国際ガイドライ

ンと治療の動向 第39回 日本神経治療

学会学術大会, 2021.10.28, 三重 

2. 山本遥平、松井尚子、田中惠子、松井真、

桑原聡、和泉唯信．スティッフパーソン

症候群の全国調査．第33回日本神経免

疫学会学術集会．2021年10月22日．

WEB開催 

3. 福元尚子、渡邉充、新野正明、磯部紀

子、松下拓也、眞﨑勝久、迫田礼子、

林史恵、吉良潤一. 日本人多発性硬化症

患者における 高次脳機能（BICAMS）

とMRIパラメータとの関連. 第32回 日

本神経免疫学会学術集会. 2020年10月. 

石川県. 

4. Shoko Fukumoto, Mitsuru Watanabe, 

Masaaki Niino, Katsuhisa Masaki, Takuya 

Matsushita, Ayako Sakoda, Fumie Hayashi, 

Jun-ichi Kira, Noriko Isobe. Correlation 

between cognitive and brain MRI 

parameters in Japanese patients with 

multiple sclerosis. 第 62 回日本神経学会

学術大会. 2921 年 5 月. 京都府. 

5. Shoko Fukumoto, Mitsuru Watanabe, 

Masaaki Niino, Katsuhisa Masaki, Takuya 

Matsushita, Ayako Sakoda, Fumie Hayashi, 

Jun-ichi Kira, Noriko Isobe. Correlation 

between cognitive and brain MRI 

parameters in Japanese patients with 

multiple sclerosis. 37th ECTRIMS. Oct 

2021. Vienna,  Austria. 

6.  渡邉 充、磯部 紀子、新野 正明、中島 

一郎、松下 拓也、酒井 康成、中原 

仁、河内 泉、越智 博文、中辻 裕司、

中村 好一、中村 幸志、坂田 清美、松

井 真、桑原 聡、吉良 潤一．第5回全

国調査からみた多発性硬化症の重症度

に寄与する因子の検討．第33回日本神

経免疫学会学術集会．2021/10/21、オン

ライン開催． 

7.  鵜沢顕之, 血清可溶性ウロキナーゼ受

容体濃度は重症筋無力症の重症度スケ

ールと相関する, 第62回日本神経学会学

術大会,2021年5月19-22日, 京都 

8. 鵜沢 顕之, 重症筋無力症におけるアフ

ェレシス療法, 第 42 回日本アフェレシ

ス学会学術大会, 2021.10.16, 東京 

9. 鵜沢 顕之, MG における分子標的薬の

使い方, 第 33 回 日本神経免疫学会学術

大会, 2021.10.21, 福岡 

10. 鵜沢 顕之, 重症筋無力症に対する分子

標的薬治療, 第 39 回 日本神経治療学会

学術大会, 2021.10.30, 三重 

11. 荻野美恵子 内保連負荷度ランクと

内科系技術の適正評価に関する提言 

一般社団法人内科系学会社会保険連

合編 一般社団法人内科系学会社会

保険連合 1－137 2020 東京 

12. 河内泉. 神経免疫性疾患の基礎と臨床〜

視神経脊髄炎・多発性硬化症を中心に

〜. 第 5 回日本免疫不全・自己炎症学会

総会・学術集会(金沢)(オンライン). 

2022 年 2 月. 

13. Kawachi I. History of B-cell therapy and 

treatment optimization in Japan. The 13th 

Pan-Asia Committee for Treatment and 

Research in Multiple Sclerosis 

(PACTRIMS) Virtual Congress 2021. (オ

ンライン). 2021 年 11 月 

14. 河内泉. 多発性硬化症の今～脳神経診療

の腕のみせどころ～. 第 9 回日本難病医
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療ネットワーク学会学術集会 (長崎)(オ

ンライン). 2021 年 11 月. 

15. Kawachi I. Neurodegeneration in gray 

matter of MS and NMOSD. Hot Topic 8: 

Neurodegeneration in demyelinating CNS 

disease. The 37th Congress of the European 

Committee for Treatment and Research in 

Multiple Sclerosis (ECTRIMS)(Viena)(オ

ンライン). 2021 年 10 月 

16. 河内泉. 視神経脊髄炎の新たな治療戦略

と就労両立支援 . 第 39 回日本神

経治療学会学術集会 (三重)(オンライ

ン). 2021 年 10 月. 

17. 佐治越爾, 中島章博, 柳川香織, 清水宏, 

岡本浩一郎, 柿田明美, 小野寺理, 河内

泉. 視神経脊髄炎関連疾患における脳

幹・小脳病変の臨床的特徴. 第 33 回日

本神経免疫学会学術研究集会, (オンラ

イン). 2021 年 10 月. 

18. 中島章博, 佐治越爾, 清水宏, 若杉尚宏, 

柳村文寛, 柳川香織, 柿田明美, 小野寺

理, 河内泉. Tumefactive demyelinating 

lesion の臨床免疫病理学的検討. 第 33

回日本神経免疫学会学術研究集会, (オ

ンライン). 2021 年 10 月. 

19. Saji E, Kawachi I. Chronic inflammation 

and disease progression in multiple sclerosis 

based on a neuropathological view. 第 33

回日本神経免疫学会学術研究集会, (オ

ンライン). 2021 年 10 月. 

20. Kawachi I. Therapeutic Inhibition of the 

Complement System in Neurological 

Disorders ~What we have learned from 

NMOSD and MG~. The Pan-Asian 

Consortium for Treatment and Research in 

ALS (PACTALS) 2021 NAGOYA 

(Nagoya)(オンライン). 2021 年 9 月. 

21. Kawachi I. Autoimmune neurologic 

disorders 〜What we have learned from 

MS and NMO〜. AOCN-NPSICON 2021 

(5th Annual National Conference of 

Neuropathology Society of India 

(NPSICON 2021) with Asia-Oceanian 

Society of Neuropathology (AOCN) 

Congress)  (India)(オンライン). 2021 年

9 月. 

22. 河内泉. 多発性硬化症の炎症性グリア変

性と神経変性~進行型の病態 update. シ

ンポジウム 多発性硬化症: 再発によら

ない進行への理解を深める. 第 62 回日

本神経学会学術大会 (京都)(ハイブリッ

ド). 2021 年 5 月. 

23. 河内泉. 視神経脊髄炎の治療〜update 

2021.  第 62 回日本神経学会学術大会

(京都)(ハイブリッド). 2021 年 5 月. 

24. Saji E, Nakajima A, Wakasugi T, 

Yanagimura F, Yanagawa K, Nishizawa M, 

Onodera O, Kawachi I. Autoimmune 

disease comorbidities in patients with 

neuromyelitis optica spectrum disorder. 第

62 回日本神経学会学術大会 (京都)(ハイ
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34. Koike H. Pathology of nodal complex in 

CIDP. 16th International Congress on 

Neuromuscular Diseases. 2021 年 5 月 21-
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疫セマホリン Sema4A の関連の検証. 

第 33 回日本神経免疫学会学術集会、

2021.10.21-22. 佐賀(Web). 

43. Niino M, Fukumoto S, Okuno T, Sanjo N, 

Fukaura H, Mori M, Ohashi T, Takeuchi H, 

Shimizu Y, Fujimori J, Kawachi I, Kira J, 

Eri E, Miyazaki Y, Mifune N. Factors 

affecting cognitive impairment in Japanese 

patients with multiple sclerosis. 29th 

Annual Meeting of the European Charcot 

Foundation, Web, November 14-18, 2021. 

44. 新野正明，深澤俊行，宮﨑雄生，浦 茂

久，高橋恵里，南 尚哉，秋本幸子，網

野 格，長沼亮滋，菊地誠志．多発性硬

化症患者における血中ビタミン D濃度

の季節変動．第 62回日本神経学会総

会，京都，2021年 5 月 22日． 

45. 宮﨑雄生，新野正明，高橋恵理，長沼

亮滋，網野 格，秋本幸子，南 尚哉，

菊地誠志．AIを用いた多発性硬化症予

後予測モデルの研究．第 62回日本神経

学会学術大会，京都，2021 年 5 月 19

日． 
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9. 荻野美恵子. MG 治療の医療経済：これ

までとこれから. 第 34 回日本神経免疫
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回日本神経学会学術大会．2022 年 5 月

18 日．東京． 
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